


2018 年の G7 においては、議長国カナダより「皆が
裨益する経済成長」、「経済成長、将来の仕事」、「平和
で安全な世界」、「ジェンダー平等及び女性のエンパ
ワーメント」、「気候変動、クリーンエネルギー」、「海
洋」といったテーマが示され、2018 年 6 月に開催さ
れた G7 シャルルボワ・サミットでは上記テーマを踏
まえつつ、貿易についても議論が行われた。首脳コミュ
ニケにおいて、自由、公正、かつ互恵的な貿易及び投
資が、成長や雇用創出の主要な原動力であるとの認識
の下、G20 ハンブルク・サミットの貿易に関する結論、
特に、ルールに基づく国際貿易体制の極めて重要な役
割を強調し、引き続き保護主義と闘うことに改めてコ
ミットした。また、二国間、地域間及び複数国間の協

定の重要性、WTO の近代化、関税障壁、非関税障壁
及び補助金の削減に向けて取り組むことも確認された。

また、公平な競争条件を促進するため、市場指向的
ではない政策・慣行及び強制技術移転やサイバーによ
る窃取等の不適切な知的財産の保護への対処、市場歪
曲的な産業補助金及び国有企業による貿易歪曲的な行
動などに関する国際ルール強化のための本年の交渉開
始、鉄鋼の過剰生産能力に関するグローバル・フォー
ラムの取組促進、アルミニウムやハイテク分野等での
過剰生産能力の回避、及び輸出信用に関する新たな国
際指針の 2019 年のなるべく早期の策定などの重要性
についても一致した。

2018 年 4 月、日本政府は 2019 年 6 月 28-29 日に大
阪において G20 首脳会合を開催することを発表した。
また、「貿易・デジタル経済大臣会合」を 2019 年 6 月
8-9 日に茨城県つくば市で開催することを発表した。

同会合では、自由貿易の推進や、IoT や AI 等の革新
的技術を通じて世界の経済成長を力強いものとするた
めの G20 の取組について議論予定である。

4．G7 シャルルボワ・サミット（2018 年 6月）

5．2019 年 G20 日本開催に向けて
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